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爺ガ岳雷鳥調査行　(2)
高　　橋　　秀　　　男

一カ月の机上プランから実際に準備を

開始したのは2月10日であった｡食糧,

装備,調査器材,通信,庶務.隆嬢など

数少ない学芸員は雷鳥調査の準備に全精

力を噸注し,ようやく3月6日には下見

トレーニングに出発できるまでになった

こゝで参考までに調査経過の械要を報告

し, 41日間の冬山生活を振りかえってみ

たい｡

｡調盃期間　昭和38年3月12日-4月21

日, 41日間(実際の下山予定日は4月

20日であったが忠夫候のため,一日下

山日が延びた)

°調査地城　北アルプス爺ガ岳(2669,8

m)一･措,行動域は北峯,中輩,南客

から種油小屋にかけて,_主に黒部側斜面｡

°調査培地　極地小屋(2460m)

o調査隊員　平林国男,高橋秀男,千葉彬司, (以上去

町山岳博物館) ○福園　助, ○和田全弘, △直下後天

△佐煉　勝(以上自衛隊松本部隊)

○印は3月12日-30日　△即は3月28日-4月21日

○支援隊

3月12日-14日　菅沢六滴(大町山の会)下川末詰,

平練朗B,平塚豊治,大谷　武,内川昭一･,丸山　満

C以上白馬村案内人組合)

3月28日-31日　荒木宏治,菅沢六梅,伊藤　弘, A

松沢宗洋, △西沢正二, △小林　弘(以上大町山の会

△印は日帰り支援｡

4月20日-2旧　柳沢幸治,福島　融,荒木宏給,臥

田睦男,山口一也,唐沢清光(以上大町山の会)溝川

庄一(山博)柴田一･美,北原千秋,鱒沢　(場上大

町案内人組合)

団　体　装　備　表

品　　　名

携　帯　無　線　機

携　帯　無　線　機

冬　用　天　韓

ク

エアーマット

エアーマットのはぎれ

エアーマット修理用糊

品質･規格　(数量

0,1Wトラン

:/-!ヽ･-

0,3 W自衛隊

用アンテナとも

5-6人用

7,-8人用

全身用

小

ラ　イ　チ　ョ　ウ　の　ワ　ン

ノ′ランドシート　　　　　　　5･-6人用

フライシート　　　　　　　　　　　/r

石油コンロ　　　　　　　　　ブジウス

ク

ク

石油ストーブ

プリムス

スペア

'ソエlレ仁子､ッグ　　　　　　　ビニロン

′ケ 背鎮子 スコップ �9�ﾉw���)�ﾉw�"���"�

i 

ナイロンザイル 偵��ﾘ�紊�ﾖ鳴�

サブザイル 亦�ﾃi$���3�謫��

コツフヱルセツ1､ 亦��<��S"�

なた 亦���

のこぎり 末ﾂ���

ランタン ��ｳ"�

自覚時計 金づち ��ｸ揵m｢�

携帯ラジオ �����(6�986��ｳ��

テントブーツ ゾウリ 鐙�����

バケツ 洗面器 ポーキ 亦�ﾗ�討��

指標竹 ��s��

標識布 オイルタンク 迄ﾗ��

乾竃池 亦��V囲�ﾃr�
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携帯バケツ

石油ポンプ

な　べ

やかん

じ　よ

靴　紐

アイゼンバンド

綱　引

食　器

フライパン

飯しゃもじ

お玉じゃくし

ボール

亀の子たわし

箸

カスカイ

ガス焼

カン助

包　丁

まな板

おろし金

馬ブラシ

ドライバー

木ねじ

釘

針　金

雪朗紐

重竃球

乾馬池 蝉-1.5V

携筒ラジオ窪地　　　　　　UM-2,1.5V

テープコーダー竃池　　　　gV

トランシーバ一種池　　　　UM-3,1.5V

ふきん

クレンザー

石ケン

新聞紙

マッチ

2kg

徳　用　　　　　3

ローソク　　　　　　　　　100匁ローソク　　50

ワセリン

トイレットペーパー

保革油

噛みがき粉

つめ切り

かがみ

く　し

かみそり

ひげそり用はけ

ライター用オイル

個　人　装　備　表

大　町

黒　部

品　　　名

ピ　ッ　ケ　ル

ピッケル/＼ンド

アイゼン　8本爪

スリーピング/＼ツク

キルテングコート　上下

かぶり型アノラック

オーバーズボン

オーバーシューズ

ニッカズボン

スキースボン

ストッキング　　　l野　球　型

登　山　靴

わかんじき

ソ　ック　ス　　1純　毛

手　袋　　　l純　毛

オーバーミット　　　　　1

エアーネットシャツ　　i

純毛メリヤス上下

純毛肌着　上下

カッターシャツ

セ　一　夕
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サングラス!11 

目出帽ill 

:二三十∴ I 霧ー13:? 

∴∴:∴.∴:三 

辛:::言 
わかんの細く11 

アイゼンバンドltl 

アイゼンケースill 
i) オーバーズボン!ビニロンー1 

言インド蓋ツケ十-ロン11 i 

筆記用具1,il 

洗面用具,ll 

500%望遠レンズ

1000%望遠レンズ

1 6%撮影機

8 %撮影機

プロニーカメラ

モノクロ用フィルター

カラー用フィルター

16%シネ用フィルター
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脚
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テープコーダー
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スケール 亦ﾒ�#�貳��
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医薬品･衛生材粕･諦生器具

適応i症! ��

鎮静睡眠剤 

解熱鎮痛剤 

〟 鎮咳剤 ノク �4�5�788ｨ93#����ｺﾙ|ﾘ7�8ｸ7丼�鈬#����7ｨ6ﾘ6�99,�･�3����

抗喘息剤 健胃剤iアネックス �20錠 

i 下痢止めー i �6h5�7�93�6�"�ﾘ4ｨ785ｨ8ｲ�

強肝薬 �4�8ﾘ985H98褪�$8���100 

抗生物質 俾hｮﾈ98棈���

サルファ剤 ビタミン剤 �5H8ｸ7H6�5�42�8H5x92�i )20錠 i ー 

総合ビタミン剤 グロンサンC 1300 130錠 

感冒剤 價ﾙd����7�985R�8h7�8����4ｨ6�(7H���20錠 憧 

凍揚剤 

止血剤 

眼科用剤 ��h8ﾘ�ｸ6ymｩo"�7�484�8��匪 

痔疾治癒剤 

肩こり.腰痛 〟 �7�6�8ｸ5896宕62�5H8ﾘ987�5��#�hr�

外用薬 衛生材料 衛生器具 津射液 �8h7�8�>鞅��4x5ｸ8ｸ7�99>鞅��4佰ｸ6�4899>鞅��7�6ｨ5h8ｨ99>鞅��4�8ｨ5ｨ8ｨ92�ｴ�8��ｸ6�6�984ﾂ�4ｸ�ｸ5ｲ�l�B�I ～ i10g ‖2g L50l i90c i t25ml i 庇 

三角布l3.枚 包帯ー3 伴そうこうil i 油紙!3 ( 体温計i2 はさみ'1 ピンセット11 注射器セット1 ビタカシフナ悟 指露清書器tl 

装備

単に頂上を目的とする登山と異なり,一日中雪上で立

ちんぼでライチョウを観察しなければならないので防寒

防風を最も重視した｡ます登山靴は防水を考え,スキー

靴用の最高の皮を用い,松本の竹内で新調した｡それで

も4月も半ばを過ぎ,雪が腐ってくると,靴の甲はじっ

くりぬれて,仕未が惑かっにウインドヤッケはナイロン

製でダブルに特製.オーバーズ寿も同様にしたかったが

予算の都合で出来なかった｡早朝,夕刻,風の強いとき

の出動にはキルティングコートを用意したが,深雪の歩

行に困難を極めたゝめ,殆んと使用しなかった｡ウィン

ドヤッケにオーバーズボンの上へ自衛隊用の白いアノラ

ック(裏にうさぎの皮がついている)を着た方が,行動

し易く,暖く.また白いのでライチョウからの保護色の

役目もなして欠くことができなかった｡オイヾ-シュー

ガま羽毛入りキルティングを用いた｡一着を40日間はき

っきりでは底のアイゼンが融れる部分が駄目になる｡

アイゼンは内田の特殊鋼,ひっかげ式を使用した｡比

較的軽く窟脱容易な点隔分能率が上った｡ときには岩場

を夢くこともあって,下山する頃には先が丸くなってし

まった｡

雪にうもれた山小屋は冷蔵踵と同じでぬる｡居住性を

よくするために,暖房用の石油ストーブを据えることに

した｡性能の擾秀なものということで.プルーフレーン

をあちらこちら探し歩いたが,時期が悪くあり合わせの

パインストーブを晴大した｡これは運搬が容易,操作が

簡単,火力が強い等の利点も多かったが,石油の消費量

は多かった｡幸いにも無事故で本調査の生命となった｡

昼夜の別なく点火されており,暖房と寵れ物を乾かすの

に,雪を融かし水をつくるのに,また湯水から炊事用に

最大限に派用した｡石油は360 1準備したが,実際に石

油コンロと石油ストーブに用いなのは288 8でおる｡熱

効率を高めるために都塵内は全壁面農業用のビニールで

張りくるんだ｡

疲労回復はます熟睡からと霞具にも充分気をつかった

羽毛シュラーフに化繊のシュラーフを二重に用い,下に

エアーマット,毛布は各自2枚づつ割当だ｡ストーブが

おったゝめか.かえっておつくて寝られない夜もあった

食糧

米を主食とし,行動食には特製のパンを用いた｡この

パンは松川村の武田パン店に依頼して,栄賽価,防腐な

どを考え合わせたもので隊員一日1回パン食,の割合で

特別注文. 260コ持ち上げた｡持製パンは長期山行に使

用しているが,堅くなるようなことなく,行動食として

は条件を揃えており,半年後でも食べられるがやはり水

分を必要とするパン類は喉を通らず,だいぶ残った｡

当初荷上げは人間の肩でやる計画で.装備食糧の軽量化
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を計ったため食糧計画も乾物に重点がお

かれた,しかし,発注後にヘリコプター

による荷上げが決まったので結果的にみ

ると生野菜,果物,生肉等重量の増える

ものも若干持ち上げてもよかっねと思う

野菜類は主に乾燥野菜,果物は缶詰類,

動物蛋白は缶詰,乾肉,ハム,ソーセー

ジなど用いだが,これはあまり食欲をそ

ゝらず,調理に趣向をこらすより仕方が

なかった｡

調査器材

16m撮影機, 8m撮影機. 35mカメラ

2台, 6×9版1台上げた｡主調査員3名

線発揮 

:∴ 

....i.. ��

で観察したり,撮影したりでは少し負担

が多すぎたようだ｡観察用具は双眼鏡が主体であったが

悪天候の場合.調査不可能な場所にいるライチョウの観

察にと1000mmの聖遷レンズ(望遠鏡にもなる)を用意し

た｡当初の予悠以上に調査が比較的容易であったゝめ,

殆んと使用する時間がとれず,結果的には重量オーバー

となってしまった｡

連絡

本部博物館と調奮底地種地小屋との連絡は自衛縁の協

力により, 0.3Wの無線機を借用することができた｡嬉

地と調査現場とはトランシイ＼- (ビクター)で行った

調杏をスムースに進行させる上に,また各種の違約こ無

線機はあらゆる面で百パーセントの効果を上げることが

できた｡ 0.3W無線機によって,種也小屋-博物館,種

池小屋-松本部嫁,博物館一校本部隊の三者で交信でき

た｡トランシーバーの活躍も白さましく,爺ガ岳南尾根

-博物館,爺ガ岳北峯一南峰の国境稜線-博物館,種砲

小屋-大町郵便局屋上.種池小屋-呉羽社宅等と非常に

斜　　面　　を　　登　　る　　誌

感度良好に交信することができた｡むしろ連絡が治まり

良好過ぎて,ついうっかり交信時間を忘れて出なかった

りすると,かえって本部に心配をかけるような結果にな

ってしまったr.とは皮肉でおった｡

緯裏管理

予算雑から医者の同行が得られないので,各自が健薫

管理に意を注ぐより仕方がない｡そこで,山の経験も深

くドクターでおられる市原保鰹所長を尋ね,ご指導を仰

ぐとともに鍵喪診断もうけた｡あらゆる起り得る病気を

悠足し薬品を用慈し,治療法を学んだが,最も危険性の

高い肺炎等を考慮し,抗生物質(クロロマイセチン) 150

鍵を準備した｡率いに病気らしい病気もなく,強いてい

えば雪盲,軽い下痢,不眼症程蔓であった｡

普　通　旅　費　21,200　(連絡,準臓など)

調　査　旅　費　106,800　(隊員装備,食糧,山小

屋貨など)

支援人夫貸　90,000　(荷上げ,中間支援,柿

∴∴ �-.｢∴∴∴ヽ 鐙����h�り���Υ���#ｨ�Κﾔ��∴子 �-ﾂ�

ト∴ � 亦ﾙ�ﾂ� ����i◆ 劔 ､ ��

麗 �1:〉 剪���議.. �� 

)::... 劔.i.:-. 凭ﾈｫB��依謦�����言言. .-ソ � 

･一一一笑 讃嚢 ��飴ﾈ�り98����� �� �� �6��番う`ti宣 

雪の間にこの様な食物が

下げ)

保鰹医療費　　15. 000

装備溝粍螢　　244,000　(団体装備ほ

か)

調査用梢粍晶　48,000　(フイルムほ

か)

燃料費　　　　16,996　(灯油ほか)

食糧費　　　　46.000　(会議及び通

信隊食粒)

印刷製本費　　　35.154　(写真現線,

焼付,引価)

竃話郵便料　　　4. 957

器材借上料　162,000　(ヘリコプタ

ー借上げ)

調査器具修理代10,000
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災害保健料　　　875

計　　　800,000　(長野県社会教

育委託費)

備品費　　110.000　(博物館費)

調査旅費　　　40,000　( 〃　)

総　　計　　950,000

(写真上)

ネヤの跡雪穴の中にフン50数個

羽毛などがあった｡

(写真下)

3月30日　自衛隊

の2名は交替して

支援隊とともに下

山して行った｡
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館　　長　　狂　　言

今年は黒四ダムも完成し,観光客がどっと大町地方を訪れることになりそうだ｡受入態勢の方も徐々に進めて

いるが,これについて最近博物館に対する市民の理解が白亜つようになった,観光望遠鏡,観光常夜灯,投光器

水呑み場,公衆便所,休憩ペンチ,岩石の払下げ,探鳥会バス貸与など寄附してくれたり貸与ねがったりで協力

してくれる｡公園を美しくする会や,神栄町の子とも会など憤接出掛けて来て,博物館の周辺を美くしくしてく

れる,全く有難いことだ｡だがこれでよいのだろうか｡

市民の理解や協力は有難いことに違いない｡しかしそういう市民の好意にばかり甘えないで博物館昌としても

施策がなくてはならない｡六月四日に協議会を開いてこれからの方針を定めていただくのだが,こんことも市民

の期待に応えるよう頑張ろうと話しあっている今日この頃である｡

昭和3 8年度市立大町山岳博物館総議会委員

丸山正己　下-　常盤小学校長,平林武夫　北原町　第二甲学校長,松尾はる代　高見町　商連婦,小林　博

高根町　市達吉,武田　武　松川村　山岳会,高橋鍾雷　雨原町　田の会,田中陳平　俵町　友の会,薄井傭助

九日町　市議会議員,広川光栄　上一　面識会議員.伊藤貞雄　館の内　市議会議員,広瀬英喜　五日町　市

議会議員,高橋勇次　五日町　市議会議員.荒山幸久　海のロ　市議会議員,古厩和美　東若宮町　大町保建所

長,首藤　豊　大黒町　大町営林署長,山本携挙　八日町　大町商工青年研究会.奥原_登　神栄町　前掲議会

委員,阿部暫与　中原町　前協議会委員　記者クラブ,峯村　萬　東町　大町市公民館長　(順不同赦秘峰)
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博　物　館　だ　よ　リ

ライチョウ調査隊解団式

5月21日　種々の窮状により延び延びになっていたラ

イチョウ調杏隊の解団式は支援隊をはじめ自葡隊松本部

隊,その他の人々多数が参加して行なわれそのあと,

8ミリ,スライドによって簡蝉な報告が行なわれた｡

小鳥の声を聞く会

6月2日　青葉若葉の中に鳩く小鳥の声を聞こうと博

物館では参加者を募集している｡

コースは大町駅前を午前4時貸切バスで出発,揺曳谷

湿原で下車,小鳥を観察しながら博物館側動く烏園のコ

ブハクチョウを見て午前10時大町駅にて解散する卦こな

っている｡

只　今　抱　卵　申

4月21日までに4卵を産んだコブハクチョウは現任も

抱卵中,抱卵期間は35-38日といわれているので,飼育

縁は可愛いヒナがかえるのを首を長くして世話に終日余

念がない｡ (写真上)

資　　料　　寄　　贈

四つほし　大坂T=iJ'立電気I}l.･学館,自然科学と･.i.物館

No28の9-10　国立科学私物館,植物趣味　No22ノ4

東亜植物学会,国立公園No145　国立公園協会,山と揆

谷No275　山と奨在社.金沢文事研究,金沢文草,葛城

No138　別間｣｣面会,藻流　気象I子山岳部,会報NolZ

登歩渓流会,おいらく山岳会月報No25おいらく山岳会

来襲月報38,39,40　菓斐山岳会言'Jtらまつ38　落葉樹⊥I

岳会,山辺18.19,20　搬須賀登商会,峠No9　広島山

稜会,奥多淫No32　奥多樫山岳会,わらじNo52,53わ

らじの仲間,京都山岳No62-1京都山岳会(敬称略)
llllll〃ll…llllllI1-1111Ill●ll.〃l1,,..i.IlI●-`cc6-9--.,[iこ･･.I),t`C8.--.pt-69g一高-IB.〔9-.9,lB:〔…9=……fIIIl一一…lItsNll…一〇Il111111日IIIIl〃llIIllllll一一

イ　ワ　ツ　バ　メ

長　沢　修　介

近年都市の建築様式が変り高尽建築や耐火建築が目立

ってきた｡そのため今迄巣作っていた燕はその営巣場所

を追われる結果となった｡この燕に変って都市の近代建

築に住みついたものがイワツバメでおる｡イワツバメは

ツバメ科の烏で元来もっと標高の高い南山に棲む鳥であ

る｡当大町市内にも5年位前までは大町駅にわずかにイ

ワツバメの巣が見られるのみで他は全部普通の燕であっ

た｡しかしこの2-3年の間に都市計画とやらで古い家

は取り払われ近代建築の家がぞくぞく出来た｡それに伴

って燕の数が年々減少し変ってイワツバメがあちこちに

営巣を始めた｡代表的なものを上げると長野県商工信用

組合大町支店,松葉屋旅館,大町郵便局等がそれである

又一･万普通の燕はイワツバメが住みつき始めると次第に

その数を減じて行くようである｡

この様に人家にイワツバメが住みついている所は松本

駅,浅間温泉,長野駅,善光寺,小谷温泉,新潟県燕温

慕,妙高赤倉温泉等いずれも標高の商い所か非常に大き

お願い　本紙の購読と希望の万は1カ年購読料30

0円(郵送料とも)を現金書留または郵便為替,

郵便切手で畏野県大町市,大町山岳博物館あてど

送金下さい｡　　　　　　大町山岳博物館

い建物に多い｡多数が謡って営巣し繁殖期でも諮って行

動していることが多くかつて私の観察した鹿島槍三ノ沢

でのものは一つの岩壁に50個余りのものが集団営巣して

いた｡近代建築のためイワツバメが巣作りを始めると外

観が悪いとか周囲が汚れるとかの理由で巣を落す不心得

者を鬼かはるが当大町の様な山岳都市に高山に棲息する

この鳥の住むことは大いに誇りに思うべきではないだろ

うか糞受けを作る位の心を持って大いに保護したいもの

である｡
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